
 

会 場 管 理 計 画 書 

令和  年  月  日 

 

山形県総合文化芸術館 指定管理者 

みんぐるやまがた 御中 

届出者(主催者) 

住 所  

     

氏 名                 印 

電 話  

 

下記の催事を開催するにあたり、会場管理計画を策定しましたので提出します。 

火災

予防

措置 

危険物品の持込み及び舞台での裸火の使用、喫煙行為を行なう場合は、山形市消防署長の承認を受け、承

認条件を遵守する。 

客席において喫煙、裸火の使用等危険な行為を発見した場合は、担当者により制止させる。 

火を使用する設備、器具、その他危険物品の安全管理を徹底する。 

舞台で使用する大道具の合板・暗幕・スクリーン等は、防炎処理されたものを使用する。 

消防用設備等（消火器・スプリンクラー・屋内消火栓・誘導灯など）の設置場所と使用方法を事前に確認

するとともに、作動または使用の障害となる行為は行わない。 

消防用設備等（消火器・スプリンクラー・屋内消火栓・誘導灯など）の機能停止、または支障をきたす場

合は、事前に届け出を行う。（山形市消防署への届け出を含む） 

通報 
災害発生時等のやまぎん県民ホール担当者及びホール事務室への連絡要領を事前に確認する。 

災害発生時はやまぎん県民ホール担当者及びホール事務室へただちに連絡し、消防署へ通報する。 

初期 

消火 

消火担当者を指定し、消火器・屋内消火栓等、消防設備の設置場所と操作方法を事前に確認する。 

火災発生時はただちに初期消火を行い、備え付け消防設備による消火活動を行なう。 

避難

誘導 

入場券は客席に応じた数を超えて販売しない。また、定員を超えて入場させない。 

避難口・階段・通路等は、安全に避難ができるよう幅員を管理する。 

避難誘導担当者を指定し、避難誘導の方法について事前に確認する。 

主要な出入口や階段及び混雑が予想される場所を優先し、各所に避難誘導係員を配置する。 

災害が発生した場合は、身体障害者等の災害弱者を優先して避難させる。 

避難誘導の際は、放送設備等を使用し、安全な出口、階段により建物外へ避難誘導をする。 

救護 病人・けが人が発生した時は、応急処置を行い、やまぎん県民ホール担当者へただちに連絡する。 

警戒 不審な点を確認した場合は、やまぎん県民ホール担当者へただちに連絡する。 

使用施設    山形県総合文化芸術館 大ホール 

公演(催事)等の名称    定員(   2001 名) 

公演(催事)日及び期間 令和   年   月   日 ～ 令和   年   月   日   

開演時間 ①  時  分～  ②  時  分～  ③  時  分～ 

 

1．任務内容 



備考 

消火器の位置、避難経路について事前に確認し、スタッフへの周知を徹底する。 

災害発生時は、やまぎん県民ホール担当者の自衛消防隊との連絡により活動する。 

その他必要事項については、やまぎん県民ホール担当者の指示に従う。 

特記事項：本番終了後、排煙を実施する。 

 

 

2．災害発生時主催者責任者 

氏 名  電 話  

 

3．防火戸の開放及び避難口誘導灯の消灯 

 主催者は、催事の運営上やむなく、常時閉鎖している会場の防火戸を開放して使用する場合や、 

会場の避難口誘導灯を消灯する場合、その理由と日時等を明記すること。 
 

防

火

戸

の

開

放 

開 放 日  年   月   日  ～    年   月   日 

開放時間 ：     ～      ：     

 

理 由 

 

 ※開放する防火戸には係員を配置する。 

誘

導

灯

の

消

灯 

消 灯場所  

消 灯 日 
・ 

消灯時間 

 年   月   日  ～    年   月   日 

：      ～        ： 

理 由 

 

 


